























































































































































































































































要量が与えられていない．そしてその代替として，オンラインゲームや SNS が台頭してきている． 
 
さらに，上記の二つの指摘をもとに，以下の３点を提案する． 
 
 １）公教育において，児童・生徒に自尊感情の充足もしくは承認を与えるべき何らかの方途を
早急に施すべきである． 
 ２）上記１）での方法は，無手順な，単なる「個性の尊重」ではなく，ゲームの過程に見られ
るように，相応の努力が報われる結果として示されるべきである． 
 ３）上記１）と２）を，公教育の現場にいる指導者が知るために，本研究に類するオンライン
ゲームの研究を読み理解すること，また，より踏み込んでは，指導者が，オンラインゲームを体
験すること，が必要である． 
 
